
 

 

 

 

  

 

「プラザイムス」は、患者さま、ご家族のみなさまに院内や IMSグループの医療活動、病気に関する情報をお伝えするコミュニケーションペーパーです。 

 

当院ご利用にあたって、様々な疑問点をお持ちである皆様に、今回リハビリテーション科・検査科・放射線科 
の 3部署より、本紙にて患者様からよくある質問をピックアップし、回答させていただきます。ぜひご参考に 
してください。 

病気、けが、または障害によって失われた身体機能や日常生活能力を回復し、より良い生活を送れるよう
にするための訓練や支援のことです。リハビリテーションの目的は機能回復、日常生活の自立、社会参加
等です。当院リハビリテーション科では、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士はもちろん、医師、看護
師、ソーシャルワーカーなどが患者様の状態にあわせて適切な訓練や支援を提供し、患者様がより良い生
活を送れるよう支援しています。 

リハビリを開始するには医師の診断が必要となります。 
まずはご受診いただき、医師からリハビリの指示を受けてください。 

外来のリハビリは月～土曜日まで行っており、ご希望のお日にちで受けることが可能です。 
実施時間帯は月～金曜日は 9:00～12:00、土曜日は 9:00～12:00 です。 

疾患にもよりますが、3か月～6か月間通うことができます。 



 

 

  

 

軽く握るだけで大丈夫です。採血時は血管を怒張（浮きだたせる）させる為に握っていただいてお
り、軽く握るだけでも血管の怒張が促進される効果があります。細い血管では途中で手を開くと、
血液の流入が止まってしまうことがある為、手は軽く握ったままでお願いします。 

採血管の本数にもよりますが、1回 5～20mL程であり、5mL、
10mL、20mL の血液が入るシリンジを用いて採取していま
す。シリンジの中に入っていると採血量が多いように見えます
が、大さじ１~2 杯ほどの量です。血液は、水分を摂取するこ
とにより短時間で回復し、１日に作られる血液量のほうが採血
で失われる量よりも多い為、通常貧血になることはありませ
ん。 

血液成分のうち赤血球は、肺で酸素を受け取り、体中に酸素を届ける役割をしています。赤血球を
構成しているヘモグロビンは赤色をしていますが、酸素と結びついた時は鮮やかな赤色に、酸素を
手放したときは暗い色になります。採血では、酸素を持っていないヘモグロビンが多い血液（静脈
血）を採取している為、血液の色が黒くみられます。 

病院の検査科（臨床検査科）は、患者様の診断や治療に欠かせないさまざまな検査を行っています。当院
の検査科では、患者様から採取した血液、尿、便などの検査を行う検体検査、患者様を直接検査する心電
図、超音波、肺機能などの生理学検査、内視鏡を用いて胃、大腸を検査する内視鏡検査を行っています。 

青あざは血管から血液が漏れ出て、皮下で内出血してしまった状態であり、抗凝固剤を服用してい
る方や血管がもろい方に多い症状です。採血後の圧迫が不十分であると漏れ出る血液量が多くなる
為、採血後はテープ・絆創膏の上から５分間しっかりと圧迫する必要があります。 

超音波検査はリアルタイムで臓器の動きを見ることができ、臓器の大きさや構造、腫瘤、結石な
どを様々な角度からみることができる検査です。 
例えば、心臓の拍動に合わせて弁の開閉がうまくできているか、
血液の逆流が起きていないか、足の静脈を押して弾力があるか
を動画として見ることで血管内に血栓がないかを確認すること
もできます。 
ただし、超音波は性質上空気を通過しにくく、骨は超音波を反射
してしまう為、体の深い位置にある臓器ほど見えにくくなりま
す。その為、状況によって他の検査を併用することがあります。 
 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

放射線を使って病気の診断や治療を行う診療科です。画像診断と放射線治療の 2つの分野があります。 
当院では、画像診断（CT、MRI、X線写真、超音波検査（エコー））を実施しています。画像検査を行
い、病気の診断をします。医師と診療放射線技師などの専門的なスタッフがおり、患者さんの安全を確
保しながら、画像検査を行います。 

胸のレントゲン検査 1回あたり約0.08ｍSv、肺のCT検査（肺ドック）は約 0.3mSv ありま
す。（検査外の比較被ばく例：飛行機で海外へ行く（往復）約 0.3ｍSv、日本の年間自然放射線 
約 2.1mSv、イラン、インド等での年間自然放射線 約 10mSv 以上） 
 
上記から分かる通り、旅行の方がレントゲン検査より被ばくしていることが分かります。検査
内容にもよりますが、１回の検査による被ばくは少ない為、同日に複数回検査することになっ
たとしてもご心配には及びません。 

レントゲン検査は 1 分～10 分、CT 検査は 5 分～20 分、MRI 検査は 15 分～1 時間ほどかか
ります。 

.レントゲン検査・CT検査は、検査の範囲内に金属類がなければ大丈夫です。
ただし体内に金属がある場合は検査ができない可能性がありますので、事前
に担当スタッフまでご相談ください。 
MRI 検査は、MRI 室への金属類は持ち込みは禁止である為、服や装飾品、貴
重品等で身に付けているものを事前にご確認ください。 
（検査前には問診票の記載内容を十分に確認していただき、検査担当より問
診いたします。） 

また、過去に受けた手術内容は事前に把握しておいてください。他施設で手
術された場合は、事前にどのような手術を受けたか、体内に金属がある場合
はMRI 対応のものか、確認をお願いいたします。 
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～健診センターより～ 

特定健診に関するお知らせ 
当院では毎年特定健診の受け入れを行っており、現在がん検診の受け入れを含め予約受付中でございます。 

今年度の国民健康保険での特定健診期間は ２０２５年６月１日 ～ 2025 年 11 月 30 日 までであり、例年締

め切り期日に近づくほど駆け込みでの受診希望者様が多い傾向にあります。本健診は事前予約制であり、1 日の

受け入れ人数の制限もございます。ご予約が集中することによって予約が困難となり、ご対応できなくなる可能

性もございますので、お早目の時期でのご予約をお勧めいたします。 

9月～11月は混雑が予想されますので6月～8月の受診をおすすめします。 

■ご予約について（事前予約制） 

直接来院による受付窓口でのご予約は可能ではございま

すが、当日の健診予約者様のご案内を優先する為、長時間お

待たせする場合がございます。その為、お電話でのご予約を

お勧めいたします。 

■その他健診対応について 

当院では、各種ドックや乳がん検診、企業健診・個人健診

（雇入れ時・定期健診など）など、幅広く健診対応しておりま

す。ホームページに掲載されていない健診項目につきまして

は随時お受け入れが可能か否か検討いたしますので、まずは

当院健診センターまでお気軽にご相談ください。 

■問診 

■身体測定（身長・体重・腹囲・BMI） 

■血圧（収縮期・拡張期） 

■血液検査 

脂質（中性脂肪・HDL コレステロール・LDL

コレステロール） 

肝機能（GOT・GPT・ γ-GTP） 

血糖（空腹時血糖・HbA1c） 

貧血（赤血球数・血色素量・ヘマトクリット・

白血球数） 

腎機能（血清クレアチニン・eGFR・尿酸） 

■尿検査（尿糖・蛋白・潜血） 

■心電図 

■眼底検査（実施には条件あり） 

がん検診と同時受診が出来ます。 

 

━ 基本検査項目 ━ 


